
　年の瀬も押し迫り寒風が身
に染みる中、皆様には、ご健勝
にてお過ごしでいらっしゃいま
すでしょうか。

　さて振り返りますれば、一昨
年から続くコロナ禍の中で、夏
には一年遅れのオリンピックが
開催されました。バルーン方式
の感染拡大を抑制した無観客
での開催でしたが、予想以上の

メダルラッシュ、アスリート達の素晴らしいパフォーマ
ンスに勇気と感動を頂きました。

　９月には、総裁選挙をへて岸田内閣が誕生致しました。
その反面で７月には東京都議選、11月には衆議院議員選
挙があり、自民党への厳しいご批判があったことも重く
受け止めております。

　目黒区議会では、コロナ禍における大規模な補正予算
が組まれ、アフターコロナの新しい社会構築を目指し10
年先20年先を見据えた新たな構造改革が検討されまし
た。私も会派を代表しての９月の一般質問の中でこうし
た時代における区長のトップマネジメントの方向性につ

� 次ページに続く

　新型コロナウイルスワク
チン接種２回目接種済みの
方を対象に、接種可能な時
期を迎えた方に３回目の追
加接種券が順次送られてき
ます。（黄色い封筒です）
詳細は区のホームページ等をご覧ください。
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ワクチン3回目接種について

公職選挙法を遵守し、年賀状発送を自粛しております

田島けんじ事務所　 より良い街へ よりよい生
くらし

活へ

〒152-0032 東京都目黒区平町2丁目16-4-101 TEL&FAX 03-3723-2829
E-mail: tajimaken2@gmail.com
URL: http://www.t-ken2.com/

令和４年も
どうぞよろしく
　お願いいたします。

ご挨拶 �

田島けんじ 検索
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いて、区長を補佐する管理職の育成及び外部人材の登用
について、昨年から続く区政再構築の進捗状況について
質問させていただきました。

　ようやく緩和を見せた感染状況ですが、変異株など今
後も油断のならない状況が続くと予想されます。どうか
来る令和4年が、皆様にとって健やかで希望に満ちた年
になりますようご祈念して年末のご挨拶にかえさせてい
ただきます。

�前ページの続き 令和2年度決算のあらまし
普通会計歳入歳出の状況

歳出
1,377億円
区民1人当たり
49万円

商工費
12億円（0.9％）
その他
19億円（1.3％）

民生費
563億円
（40.9％）

公債費
22億円（1.6％）
土木費
56億円（4.0％）
衛生費
94億円（6.8％）
教育費
130億円（9.5％）

総務費
482億円（35.0％）

国・都支出金
574億円
（39.2％）

特別区交付金
152億円
（10.4％）

特別区税
477億円
（32.5％）

譲与税・交付金
83億円（5.6％）

繰入金 64億円（4.4％）

特別区債 1億円（0.1％）

その他 115億円（7.8％）

歳入
1,466億円
区民1人当たり
52万1千円

令和3年 第3回目黒区議会
定例会で一般質問!

■区長のトップマネジメント 🆀 社会状況の変化
を捉えたトップマネジメントの方向性について
🅰機能強化に向け見直しを進める 🆀管理職弱
体化を危惧 🅰職員の育成を図る 

■区政再構築の取り組み 🆀社会変革・コロナ禍
を踏まえた進捗状況は 🅰継続していく 🆀プロ
ジェクトチームの提案事項について 🅰具体化し
たものもあり検討を続ける 

■住区住民会議について 🆀コミュニティ施策の
進捗状況 🅰15の課題中14は着手、未着手の件
は地域と連携し促進 🆀指定管理者としての成
果・課題 🅰評価、課題もある 🆀住区住民会議
への期待 🅰特に災害時の連携・協力

目黒区の未来にむけた

基本・実施計画

基 本 目 標

▶
▶ ▶

現
在

目黒区の未来がどうある
べきか、基本構想を実現

するための「基本計画」と「実
施計画」が令和４年３月に策

定されます。子育て、教育、健康、
まちづくり、環境、災害対策等、5年先10年先の
未来への計画書で区民の声を反映させたものにす
るため現在作業が進められています。

1. 学びあい成長し合えるまち
2. 人が集い活力あふれるまち
3. 健康で自分らしく暮らせるまち
4. 快適で暮らしやすい持続可能なまち
5. 安全で安心して暮らせるまち

基本構想
20年後を見据
えた基本目標
（3年3月策定）

基本計画
（政策・施策）
基本的な方向性を
決める10年計画
（4〜13年度）

実施計画
（事業）
具体的な計画
５年計画
（4〜8年度）


